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後期基本計画における政策別の取り組み方針
政策別の施策体系
政策を推進するための施策
　学ぶ
　守る
　稼ぐ
　支える
　結ぶ
政策推進のための事業基盤
　DXの推進
　持続可能な財政運営
　行政運営の効率化

　筑前町は、令和2年3月に第2次筑前町総合計画を策定し、
「緑あふれる 豊かで便利な とかいなか」を目指すべき将来像
に、「人口30,000人」を10年後の目標人口に掲げ、「前期基
本計画（令和2年度～令和6年度）」を基に、その実現に向け
てさまざまな施策に取り組んでまいりました。

　全国の自治体の約9割が人口減少となる中、本町は令和7年3月に合併20周年を
迎え、4月末現在の人口30,880人と合併時から1,500人以上の増加、令和6年10月
時点の人口増加率は1.20％で県内1位となっています。これは、先人たちが築き上げ
られてきた本町の魅力とその魅力を活かして町民の皆様と進めてきたまちづくりを
評価いただいた結果であろうと考えます。　

　今、10年間の計画である基本構想の中間年を迎えるにあたり、今後5年間のまち
づくりの指針となる「後期基本計画（令和7年度～令和11年度）」を策定いたしまし
た。策定にあたっては、町民アンケートやパブリックコメントの実施、総合計画審議
会委員の公募、中学生ワークショップの開催など、町民参画の契機として捉え、皆様
の意見を反映させることに努めてまいりました。また、前期計画期間の成果と課題に
ついて評価を行い、町民ニーズのほか、時代の潮流、国や県が示す方針や計画を踏
まえた内容となっております。

　これからの時代、さらなる少子高齢化や物価高騰などが進み、私たちの生活を取
り巻く環境が一層厳しくなっていくことが予想されます。今回策定した後期基本計
画をこれからのまちづくりの指針として、皆様と力を合わせて取り組み、この困難な
状況を乗り越えてまいりたいと思います。

　最後になりますが、この筑前町総合計画後期基本計画の策定にあたりご審議いた
だいた総合計画審議会委員の皆様をはじめ、アンケートやワークショップにご協力
いただいた町民の皆様など、多くの方々に心から感謝申し上げます。

～「食」に感謝し 「平和」を願うまちづくり ～

令和 7年 9月 筑前町長

「緑あふれる 豊かで便利な とかいなか」を目指して

ごあいさつ
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町民アンケート2.1

●　町民アンケートの概要

　第2次筑前町総合計画後期基本計画を策定するにあたり、本計画はまちづくりの方向
を示す総合的な指針であることから、住民の皆様の意見を反映すべく、町の現状に対して
どのように感じているか、またこれからのまちづくりに関してどう考えているのかを把握す
るため、町民アンケートを実施しました。

調査地域

調査対象者

調査期間

調査方法

配布数（A）

回収票数（B）

回収率（B）/（A）

筑前町全域

筑前町在住の18歳以上1,500名を対象

2024年2～3月

郵送による配布・回収及びインターネットによる回答

1,500

627件（郵送：511件　インターネット：116件）

41.8％

2 本町のおかれる状況

●　調査結果

「現在の筑前町を住みよい所だと思いますか？」という質問に対して
「住みよい」と回答した町民の割合

※回答の選択肢は、「①住みよい　②どちらかといえば住みよい　③どちらかといえば住みにくい　
　④住みにくい　⑤わからない」の5種。そのうち①、②を合わせたものを「住みよい」として判定。

83.4％

86.2％

1）町への愛着（住みよいか）

「筑前町に住み続けたいと思いますか？」という質問に対し
「住み続けたい」と回答した町民の割合

※回答の選択肢は、「①住み続けたい　②どちらかといえば住み続けたい　③どちらかといえば
　住み続けたくない　④住み続けたくない　⑤わからない」の5種。そのうち①、②を合わせたも
　のを「住み続けたい」として判定。

2） 町への定住意向

1 計画策定の概要

　総合計画は、将来どのような町にしていきたいか、その実現のためにどう取り組んでいくか
を総合的にまとめたもので、町の全ての計画の基本となります。
　本町は、2007年3月に第1次筑前町総合計画「ちくぜん未来物語」を策定し「みんなで創る 
みどり輝く快適空間筑前町」を将来像に掲げ、まちづくりを進めてきました。
　しかし今後、人口減少や少子高齢化の進行により、労働人口の減少に伴う税収減が懸念さ
れる一方で、社会保障費の増加が見込まれるなど、地方自治体を取り巻く環境はさらに厳しく
なることが予測されます。
　また、自然災害に対する備えといった安心安全対策や、持続可能な社会の形成に向けた地
域環境への対応など、積極的な取り組みが求められています。
　こうした社会や環境の変化に的確に対応しつつ、町民と行政が中長期的な展望に立ったま
ちづくりの方向性を共有し、本町の特色を活かした魅力あるまちづくりを進めるため、2020年
に「第2次筑前町総合計画」を策定しました。

総合計画の策定趣旨1.1

持続可能な開発目標（SDGs）の取り組み1.2

出典　国際連合広報センター

　本町では、SDGｓの理念を踏まえ、総合計画の各施策にSDGｓの17のゴール（目標）を
関連付けます。
　施策や実施計画に定めた事業を実施し、目標達成のための取り組みを進めることで、
SDGｓが目指す「未来にわたって持続可能なまちづくり」を推進していきます。
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将来像3.2

目標人口3.3

人口推移3.1

3 本町の将来像
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　二町合併後の2005年から緩やかに減少し、2011年には29,202人となりまし
たが、その後増加に転じ、2022年には30,000人を超過しました。

　前期基本計画では、10年後の将来像として「緑あふれる　豊かで便利な　とかいなか」の実
現やまちづくりの理念として「食に感謝し　平和を願うまち」を掲げ、5つの政策をもとにまち
づくりを進めてきました。
　後期基本計画においても、将来像やまちづくりの理念は現在の計画を引き継ぎ、これからの
まちづくりを進めていきます。

　第2次筑前町総合計画では、福祉・教育・文化の充実、安心安全で快適な住環境づくり、活力
ある産業の基盤整備など、さまざまな取り組みによって人口を増加・維持していくことに努
め、「10年後の町の人口 30,000人」という目標を設定しました。
　2022年時点で、本町の人口は30,000人を超え、目標人口に到達しています。しかし、全国
的な人口減少下においては、中長期的には本町の人口も減少していくことが避けられない見通
しです。第2次筑前町総合計画の計画期間においては、30,000人という目標人口を維持してい
くことを目指します。

　豊かな自然に恵まれたふるさとの緑を残しつつ、田舎に
いながらにして、商工業や文化活動の盛んな都会に近い、
快適で充実した生活を送ることができる町を目指します。

＊ とかいなか ・ ・ ・ 「都会」と「田舎」をあわせた造語

　人口の減少は、労働人口の減少による生産力の低下や消費需要の減少などによ
る地域経済の減退、社会保障費や税収への影響、地域の担い手不足など、地域社
会へさまざまな影響を及ぼすことが懸念されます。

出典　筑前町住民基本台帳（各年4月1日時点）

図 3-1　筑前町総人口推移

緑あふれる　豊かで便利な

とかいなか

10年後の目指す将来像

30,000人
第2次筑前町総合計画における
10年後の町の目標人口
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生産性や効率性を向上させるスマート農業DXへの取り組み、後継者不足への対応

基幹産業である農林業に活力を

政策 取り組むべき方向性

・

筑前クロダマルをはじめとした地域産品のブランド化、6次産業化
地域に新たな活力を生み出すビジネスの起業支援
福岡空港等、交通の要地からの近接性を活かした産業の振興
自然豊かな風景、道の駅や地域資源を核とした観光の振興

・
・
・
・

稼
ぐ

支
え
る

この町で稼ぐ楽しさやよろこびを

企業、事業所の継続誘致による働く場の創出
インバウンドに対する受け入れ環境の構築

・
・

稼ぐ力を備えた地域づくり

子育て世帯に寄り添い、ICTを活用した子育て支援施策の継続

たくさんの笑顔に包まれる幸せな子育て
・

豊かな農産物や地場産品を活かした食育の継続
地産地消の取り組みで食の安全を支援

・
・

「食のまち」 としての食育推進

自立した健康的な生活を長く送れるようにするための取り組み・

希望に満ち活気あふれる未来へ

地域包括ケアシステムの深化による高齢者支援・

みんなでつくる「福祉のまち」

結
ぶ

地域コミュニティの希薄化を緩和する地域活動の活性化

対話・共創・協働の社会
・

雇用、地域活動、防災等の分野における、ジェンダー平等への啓発
インターネット等差別書き込みなどへの対応強化

・
・

人権尊重のまちづくり

日本の原風景を残し、都市圏に近い立地を活かした移住定住のPR・

住みたい 住み続けたいと思われる町に

外国人就労者等の受け入れ環境の整備・

国籍や民族の文化的な違いを認め支え合う

後期基本計画における政策別の取り組み方針4.1

4 後期基本計画

　前期基本計画策定からの5年間で社会情勢は目まぐるしく変化しているため、求められる社
会的ニーズを把握し、より効果的な施策を実施していく必要があります。そこで、後期基本計画
では、こうした社会情勢に的確に対応するべく、本町のおかれる現況を多角的に分析したうえ
で、これから重点的に取り組む必要があるものを「取り組むべき方向性」として次のように定め
ました。

学習、校務、読書環境などのIT化、さらにはDXを推進
経営・ビジネスについての理解促進
包括連携協定（国立夜須高原青少年自然の家、九州電力、筑後信用金庫）を
活用した青少年教育
部活動の地域移行を見据えた改革の推進

充実の教育環境を魅力に

政策 取り組むべき方向性

・
・
・

・

小中学生への充実した英語教育の継続
外国人居住者に対する日本語教育の充実

・
・

学
ぶ

守
る

グローバル人材の育成

大刀洗平和記念館・戦跡を活かした平和教育の継続
周辺戦跡の保存やITの活用を推進

・
・

平和を願い、命を大切にするこころ

頻発、激甚化する災害に強いまちづくりの更なる推進
消防団組織の維持と住民による自主防災対策の啓発

安心安全な暮らしのために
・
・

商業施設や町外までの移動を支えるAIオンデマンドバスの利活用
高齢者事故の減少に向けたインフラ整備、交通安全教育の着実な実施
空家の適切な管理や活用、美しい景観を保ち環境に配慮したゆとりある生活の実現
ゴミ減量化やリサイクル推進による、環境保全および循環型社会の実現

・
・
・
・

整備された生活環境で 快適な毎日
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政策別の施策体系4.2

　基本構想における5つの政策それぞれに対して、後期基本計画の「取り組むべき方向性」を
定めています。

　各実施計画の中で、この方向性に合致するものは特に注力して取り組んでいきます。

政策推進のための事業基盤

政策推進のための施策

① DXの推進 ② 持続可能な
 財政運営

③ 行政運営の
　 効率化

【 1 】 教育環境の充実・DX
【 2 】 義務教育からの
         グローバル人材の育成
【 3 】 読書活動の推進
【 4 】 青少年の健全育成

【 5 】 平和教育の推進
【 6 】 文化の振興と歴史の継承
【 7 】 生涯学習の推進
【 8 】 地域活動と協働した
　　  スポーツの振興

【 1 】 頻発、激甚化する
　　  災害への対策

【 5 】 交通ネットワークの
　　  維持・効率化
【 6 】 道路網の整備、適切な維持管理

【 8 】 環境保全・循環型社会の推進

【 7 】 上下水道の普及、維持、
  　　経営健全化【 4 】 機能的でゆとりある

　　  住まいの実現

【 3 】 防犯対策の充実
【 2 】 交通安全対策の充実

【 1 】 コミュニティの活性化
　　  再構築
【 2 】 対話・共創の場の
　　  創出と活用

【 1 】 農林業の振興、DX

【 3 】 雇用・就労環境の充実
【 2 】 商工業の振興

【 4 】 観光交流の推進
【 5 】 道の駅を活用した
　　  地域経済活性化

【 1 】 健康で生きがいのある
　　  暮らしの実現
【 2 】 食育の推進

【 4 】 高齢者福祉の充実
【 5 】 障がい福祉の充実
【 6 】 社会保障の充実

【 3 】 移住・定住の推進
【 4 】 人権教育・啓発の推進
【 5 】 ジェンダー平等社会の推進
【 6 】 多文化共生社会の実現

【 3 】 切れ目のない子育て支援

基本
構想

実施
計画

将
来
像

緑
あ
ふ
れ
る

豊
か
で
便
利
な

と
か
い
な
か

学
ぶ

守
る

稼
ぐ

結
ぶ

支
え
る

将
来
像
実
現
の
た
め
の
５
つ
の
政
策

後期基本計画における
取り組むべき方向性

基本計画

■充実の教育環境を魅力に
・学習、校務、読書環境などのIT化、さらにはDXを推進
・経営・ビジネスについての理解促進
・包括連携協定（国立夜須高原青少年自然の家、九州電力、筑後信用金庫）を
　活用した青少年教育
・部活動の地域移行を見据えた改革の推進
■グローバル人材の育成
・小中学生への充実した英語教育の継続
・外国人居住者に対する日本語教育の充実
■平和を願い、命を大切にするこころ
・大刀洗平和記念館・戦跡を活かした平和教育の継続
・周辺戦跡の保存やITの活用を推進

■安心安全な暮らしのために
・頻発、激甚化する災害に強いまちづくりの更なる推進
・消防団組織の維持と住民による自主防災対策の啓発
■整備された生活環境で 快適な毎日
・商業施設や町外までの移動を支えるAIオンデマンドバスの利活用
・高齢者事故の減少に向けたインフラ整備、交通安全教育の着実な実施
・空家の適切な管理や活用、美しい景観を保ち環境に配慮したゆとりある生活の実現
・ゴミ減量化やリサイクル推進による、環境保全及び循環型社会の実現

■基幹産業である農林業に活力を
・生産性や効率性を向上させるスマート農業DXへの取り組み、後継者不足への対応

■稼ぐ力を備えた地域づくり
・企業、事業所の継続誘致による働く場の創出
・インバウンドに対する受け入れ環境の構築

■この町で稼ぐ楽しさやよろこびを
・筑前クロダマルをはじめとした地域産品のブランド化、6次産業化
・地域に新たな活力を生み出すビジネスの起業支援
・福岡空港等、交通の要地からの近接性を活かした産業の振興
・自然豊かな風景、道の駅や地域資源を核とした観光の振興

■たくさんの笑顔に包まれる幸せな子育て
・子育て世帯に寄り添い、ICTを活用した子育て支援施策の継続

■希望に満ち活気あふれる未来へ
・自立した健康的な生活を長く送れるようにするための取り組み
■みんなでつくる 「福祉のまち」
・地域包括ケアシステムの深化による高齢者支援

■「食のまち」としての食育推進
・豊かな農産物や地場産品を活かした食育の継続
・地産地消の取り組みで食の安全を支援

■対話・共創・協働の社会
・地域コミュニティの希薄化を緩和する地域活動の活性化

■住みたい 住み続けたいと思われる町に
・日本の原風景を残し、都市圏に近い立地を活かした移住定住のPR
■国籍や民族の文化的な違いを認め支え合う
・外国人就労者等の受け入れ環境の整備

■人権尊重のまちづくり
・雇用、地域活動、防災等の分野における、ジェンダー平等への啓発
・インターネット等差別書き込みなどへの対応強化

基
本
計
画
に
示
さ
れ
た
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
個
別
の
事
業
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学
ぶ
 

 

4.3.1

政策を推進するための施策4.3

確かな学力、豊かな人間性、
たくましく生きるための体力。
さまざまな学びのなかで
「知・徳・体」のバランスのとれた
「生きる力」を育成します。

　学校教育法が定める「学力の３要素」において、「基礎的な知識・技能」と並んで今後特に強化が
望まれるのが、「思考力・判断力・表現力等の能力」と「主体的に学習に取り組む態度」です。学
校・家庭・地域の連携による新たな取り組みで、こどもたちの学びたいという意欲、「自分はでき
る」という自信・自尊感情を伸ばす応援をしていきます。

充実の教育環境を町の魅力に

アクティブシニア

ボランティア
として協力

より多くの
学びの時間

学ぶことの
楽しさ・面白さ

「学びに向かう力」、
高い人間性の育成

定年退職後も趣味
やさまざまな活動
に意欲的に取り組
むシニア層

学校の教室や公民館
などを使って
地域ぐるみで
学ぶ機会・場所を
提供

政策「学ぶ」の主な事業・取り組み内容

政策「学ぶ」を推進するための施策

　経済・産業・文化などあらゆる分野で国際化が
進展している今、国際交流・国際協力はさらに重
要性を増していきます。グローバル社会に必要な
力を身につけられるよう、世界で通用する実践的
な英語などの語学力を育成するとともに、日本人
としての主体性と日本の文化に対する深い理解、
コミュニケーション能力、豊か
な国際感覚を培い、グローバル
な人材となるための支援を行い
ます。

グローバル人材の育成

　平和は人類普遍の願いです。大刀洗平和記念
館を核として、平和と命の大切さを後世に語り
継ぎます。
　大刀洗飛行場戦跡の保存と活用に努め、平和
関連施設との連携を深めます。

平和を願い
命を大切にするこころ

案
学力アップ

シニア層のやりがい

地域のつながり

移住・定住の
きっかけ

施策の基本方針
●
●

●

● 意欲的に学び、自律心と思いやりの心を育てながら、
誰もが通いたくなる楽しい学校を目指します

地域が一体となって、こどもの学力向上に取り組みます
IT化、DXなどにも挑み、時代の変化に対応した
教育環境の構築を図ります
将来の起業を見据えた経営・ビジネス教育に
取り組みます

関連付けられる
SDGsの17の
ゴール（目標）

【１】教育環境の充実・DX
施策の基本方針

こどもたちのコミュニケーション能力を
育てます

町民が外国語や外国文化、日本文化に
親しむ機会を提供します

関連付けられる
SDGsの17の
ゴール（目標）

【２】義務教育からのグローバル人材の育成

施策の基本方針

●

●

●

読書が好きなこどもを増やします

様々な世代に対し、読書の良さを周知し、
読書活動を推進します

IT化、DXに挑み、図書館サービスの
さらなる向上を目指します

関連付けられる
SDGsの17の
ゴール（目標）

【３】読書活動の推進
施策の基本方針

規範意識や自尊感情が高いこどもを育てます

豊かな人間性と高い社会性を持ったたくま
しいこどもを育てます

関係機関や地域・学校の連携協働により地域
全体でこどもを見守り育てます

関連付けられる
SDGsの17の
ゴール（目標）

【４】青少年の健全育成

施策の基本方針

●

●

● ITを活用し大刀洗飛行場戦跡の保存と活用に
努め平和関連施設との連携を深めます

大刀洗飛行場の歴史や戦跡を通して戦争の悲惨さ
や平和の大切さを後世に語り継ぎます

命の尊さ、平和の大切さを感じる平和事業や
平和に関する学習を推進します

関連付けられる
SDGsの17の
ゴール（目標）

【５】平和教育の推進
施策の基本方針

関連付けられる
SDGsの17の
ゴール（目標）

【６】文化の振興と歴史の継承

関連付けられる
SDGsの17の
ゴール（目標）

【７】生涯学習の推進

関連付けられる
SDGsの17の
ゴール（目標）

【８】地域活動と協働したスポーツの振興

●

●

●

●

● 文化財の価値を把握しさまざまな面で
活用します

地域の活動と協働しながら芸術文化に
触れる機会を提供し交流の場を増やします
ITを活用し、人材も育成しながら、
貴重な文化財の継承や適正保存に努めます

施策の基本方針

●

●

● 生涯学習の大切さを知ってもらい、自発的に
活動できる場を提供します

国立夜須高原青少年自然の家などと連携し
生涯学習活動を推進します

公民館で魅力的な講座を開催し多くの人に
楽しんでもらえるように工夫します

施策の基本方針

●

●

● 豊富な体育施設を活かし、民間活力の活用も検討
しながら多様な世代や町民にスポーツを楽しむ機
会を提供します

スポーツ少年団の活動を支援し、青少年のスポー
ツ活動を活性化させます
スポーツを通して健康や地域のつながりを考える
機会を提供します

●

●

●
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守
る

4.3.2

政策を推進するための施策4.3

防災、減災、防犯、交通安全など、
いのちを守る備えは、
安心安全な生活に必要なもの。
良好な住環境やふるさとの緑を守る
意識も大切です。

　近年多発する集中豪雨や、増加・大型化する台風、突然襲ってくる地震など、さまざまな自然災害に
対して「自助・共助・公助」の仕組みを構築し、町全体で防災・減災に取り組むことが必要不可欠で
す。個人・家庭・地域で最低限の備蓄をし、防災に関する知識を深めておくことや、消防団や行政など
における災害対応能力の向上などが求められます。

　また、こどもたちが安全に通学できる環境の整備
や体制維持に努めたり、防犯パトロール活動や防犯
灯の設置により、交通事故や犯罪のない町を目指し
ます。さらに消費生活相談体制を充実させ、手口が
巧妙化しているインターネットを悪用した犯罪、高
齢者を狙った詐欺などの消費者被害対策に取り組み
ます。

安心安全な暮らしのために

政策「守る」の主な事業・取り組み内容

政策「守る」を推進するための施策

　緑の美しい自然環境を維持しつつより便利な生活を叶えるために、生活環境・道路環境を整えます。
　高齢者の移動手段の確保など、町民の日常生活を支えるものとして重要な役割を果たす交通は、誰も
が地域の中で生き生きと暮らしていくためにも重要です。

　また、近年、環境負荷軽減を目的とした取り組みや製品の普及により、環境問
題への関心が高まっています。低炭素・循環型社会の形成、自然環境の保全・再
生などの活動を、町民・事業者・行政がそれぞれの役割を果たしながら取り組む
ことで、無駄なエネルギー消費やコストを抑えた「クリーンでスマートなまちづ
くり」を推進します。
　さらには、今後増加するとみられる空家を活用する取り組みや、道路や公園の
整備・維持管理の取り組みなどによって、快適で機能的なゆとりある住環境を形
成します。

整備された生活環境で 快適な毎日

関連付けられる
SDGsの17の
ゴール（目標）

【１】頻発、激甚化する災害への対策
施策の基本方針

関連付けられる
SDGsの17の
ゴール（目標）

【２】交通安全対策の充実

施策の基本方針

●

●

●

町民の防犯意識の向上に努めます

犯罪防止に配慮した環境づくりに
努めます

消費者被害の防止に取り組みます

●

●

●

交通事故ゼロを目指します

こどもから高齢者まであらゆる世代に対して
交通ルールやマナーの啓発に努めます

交通安全のための環境整備に取り組みます

関連付けられる
SDGsの17の
ゴール（目標）

【３】防犯対策の充実
施策の基本方針

美しい景観を残しながら住みやすい環境を
推進します

公園の維持管理に努め安心安全な憩いの空間
を提供します

空家の流通を促し新たな居住者を増やします

関連付けられる
SDGsの17の
ゴール（目標）

【４】機能的でゆとりある住まいの実現

施策の基本方針

●

●

● 道路、溜池、河川、山林などのハード整備による
防災対策を推進します

防災に関する情報提供や教育機会から一人ひとり
防災意識を高め災害に強い町を目指します

防災士との連携や消防団への加入促進、自主防災組
織の維持により、地域防災力の向上に取り組みます

関連付けられる
SDGsの17の
ゴール（目標）

【５】交通ネットワークの維持・効率化
施策の基本方針

関連付けられる
SDGsの17の
ゴール（目標）

【６】道路網の整備、適切な維持管理

関連付けられる
SDGsの17の
ゴール（目標）

【７】上下水道の普及、維持、経営健全化

関連付けられるSDGsの17のゴール（目標）

【８】環境保全・循環型社会の推進

●

●

●

施策の基本方針 施策の基本方針

自助
自分で
自分の
身を守る

共助
家族や
地域で
助け合う

公助
公的な
支援や救助
を行う

●

●

● 国県道の機能性・安全性の向上のため
関係機関への働きかけを行います

住環境向上のため、より機能的で安全な
道路整備を進めます
道路施設の効率的で計画的な維持管理に
努めます

施策の基本方針

●

●

● 路線バス事業者や鉄道事業者と協議し、路線の
維持に必要な施策に取り組みます

町外などへの移動も考慮した交通ネットワーク
を検討します
生活に寄り沿ったAIオンデマンドバスの利便性
を向上させます

●

●

● 既存住宅の他、新築住宅、企業誘致に対しても
上下水道の普及を推進します

上下水道施設の適正な維持管理に努めます

安心安全な水道水を安定的に供給します

●

●

● 脱炭素に向け、地域の省エネ、創エネを推奨します

人と動物の健康と環境の健全性は1つというワンヘ
ルスの理念のもと、生物多様性の保護と環境保全・
地域美化活動に努めながら、普及活動を推進します
人口が増加する中、ゴミの減量やリサイクルを推進
します
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政策を推進するための施策4.3

自然の恩恵を生かした農林業と、

地の利を生かした商工業、観光など。

魅力ある雇用の場を創出し、

「筑前町で 働くよろこび」を。

　少子高齢化は筑前町の農林業にも多大なる影響を及ぼしま
す。加えて、価格競争や自然災害に対するリスクなど、農林
業従事者を取り巻く問題は多く、それらが新規就業者、後継
者が増えない要因になっているとも考えられます。
　今後ますます深刻化する農林業従事者確保の問題に対し、
ICTなどの先進技術を活用した「スマート農業」・「スマー
ト林業」の導入推進によって、効率的な農林業経営を目指す
とともに新規就業者や農林業後継者の育成支援を行います。

さまざまな利便性をもたら
す技術として近年、主に自
動車業界や医療業界で注目
されているICTを農林業に
おいても活用しようという
取り組みのこと。

【導入案】
・経営に関する情報の
　　　　　　収集や共有化

◎作業効率アップ
◎農林業における
　　　不安や負担の軽減
◎販路の拡大
◎新規参入しやすい
　　　体制づくりと情報提供

・作業のスケジュール管理
・必要経費や売上高の
　　　　　　　収支管理

基幹産業である農林業に活力を

政策「稼ぐ」の主な事業・取り組み内容

政策「稼ぐ」を推進するための施策

　農林業を核とした新たな地域ビジネスを構築す
るため、生産者・商工業者などと連携し、付加価値
の高い農産加工品の開発とブランド化など、６次
産業化の取り組みや起業を推進します。
　また、企業誘致を推進することで、地元雇用の
創出を図り、この町に住み、この町で働くことがで
きる環境づくりに努めます。

この町で稼ぐ
楽しさやよろこびを

　「まちの魅力＝価値」ととらえ、商品やサービ
スの提供を行います。
　得られた利益を地域内で循環させる仕組み
の構築や顧客情報の活用により、より活発な経
済循環へと繋がるよう取り組みます。

稼ぐ力を備えた
地域づくり

関連付けられる
SDGsの17の
ゴール（目標）

【１】農林業の振興、DX
施策の基本方針

関連付けられる
SDGsの17の
ゴール（目標）

【２】商工業の振興

施策の基本方針

●

●

●

企業誘致推進や起業支援により
雇用機会を確保します

町内の企業の魅力を広く発信し
UIJターンを支援します

いきいきと働ける環境をつくります

●

●

●

SNSなどのPRツールを活用しながら、
特産品の情報発信と販路を拡大します
事業者や関係機関との連携を強化し町の
商工業を盛り上げます
都市圏との近接性を活かし、町内で創業・
起業する人を育成します

関連付けられる
SDGsの17の
ゴール（目標）

【３】雇用・就労環境の充実
施策の基本方針

観光に取り組む人材を育成し、
町の魅力発信に取り組みます
観光施設を活かす取り組みやPRを
強化します
町全体でおもてなし体制の整備に
取り組みます

関連付けられる
SDGsの17の
ゴール（目標）

【４】観光交流の推進

施策の基本方針

施策の基本方針

●

●

● 農村環境を保全するための取り組みを
実施します

スマート農業等を取り入れ、基幹産業である
農業の維持、活性化を推進します
地域産品の6次産業化やブランド化を
支援します

【５】道の駅を活用した地域経済活性化

●

●

●

農林業
従事者
の減少

新規就業者
・後継者
の不足

経営
の悪化

生産量
の減少

自然災害

価格競争

スマート農業・スマート林業 とは ●

●

●道の駅を核とした観光への取り組みを実
施します

町内、町外から人を呼び込む地域の経済
の核となる道の駅を目指します

地域防災、賑わいの拠点としての
道の駅とする取り組みを継続します

関連付けられる
SDGsの17のゴール（目標）

稼
ぐ

4.3.3
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政策を推進するための施策4.3

誰かの助けを必要としている人や、
ひとりで悩んでいる人がいます。
自分やまわりの人が、健やかに、
そして、幸せに暮らせるように。
支え、支えられて、
笑顔で過ごせる毎日を。

　核家族化や地域とのつながりの希薄化などによって、育児不安や育児負担が増し、子育
て世代の孤立などが懸念されています。この町で安心して妊娠・出産・子育てができるよ
う、子育て支援の取り組みを強化するとともに、「地域の子は地域で育てる」という古き
良き考えを再認識して、地域で見守り、支え合う子育てのかたちをつくっていきます。

たくさんの笑顔に
包まれる幸せな子育て

政策「支える」の主な事業・取り組み内容

政策「支える」を推進するための施策

　一人暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯が増加し、生活面や健康面に不安を感じているケースが多
くあります。高齢者が可能な限り住み慣れた地域で人生の最期まで尊厳をもって自分らしい生活を送
ることを目的に、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される「地域包括ケアシステム」を
推進します。　また、高齢者や障がいのある人が、孤立せず住み慣れた地域で安心し
て自立した生活を継続できるよう、各関係機関・団体が相互に連携して、効果的な見
守りや支援を行うための体制づくりを進めます。

みんなでつくる「福祉のまち」

　「食べることは生きること」と言われるよう
に、生涯にわたって心もからだも健康でいきい
きとした生活を送るためには、食に関する知識
を深め、健全な食生活を実践することが大切で
す。
健全な食生活は、健全な心とからだを育み、次
の世代をまた育んでいきます。豊かな農産物に
恵まれる筑前町は「食のまち」として、食育と地
産地消のつながり、食卓を家族で囲むことの大
切さを伝えていきます。

「食のまち」
としての食育推進

　「人生100年時代」、心身ともに健康で、いつ
までも自分らしい生活を送ることができるよ
う、まずは一人ひとりの健康づくり・健康維持
の意識を高めます。そしてその個人の意識が家
族や地域、町全体へ拡がるよう取り組みます。
幼児期はバランスの取れた食生活や正しい生
活習慣、成人期は健診や生活習慣病予防の大
切さ、老年期は足腰の虚弱化や認知症の予防
など、年代に応じたさまざまな健康づくりを推
進します。

希望に満ち活気
あふれる未来へ

関連付けられる
SDGsの17の
ゴール（目標）

【１】健康で生きがいのある暮らしの実現
施策の基本方針

関連付けられる
SDGsの17の
ゴール（目標）

【２】食育の推進

施策の基本方針
●

●

●

子育て世帯に寄り添い妊娠・出産・子育てに関する
支援を充実し、「こどもまんなか」社会の創出を目
指します

ジェンダーフリーを推進し、仕事と子育てが両
立できる環境を整備します
ICTを活用し、子育てを支援する体制づくりに
努めます

●

●

健全な食生活を推進し健康で
豊かな人間性を育てます

地産地消を行いながらおいしくて
楽しい学校給食を提供します

関連付けられるSDGsの17のゴール（目標）

【３】切れ目のない子育て支援
施策の基本方針

地域包括ケアシステムの深化・推進に
取り組みます

シニアクラブなど地域の活動を支援し、
健康寿命や生きがいづくりを推進します

在宅福祉サービスの充実により高齢者や
その家族の生活を支援します

関連付けられる
SDGsの17の
ゴール（目標）

【４】高齢者福祉の充実

施策の基本方針

●

●

● こころの健康や自殺予防の取り組みを推進します

町民が主体的に健康づくりに取り組む意識を高
めると共に、筑前町ワンヘルス推進宣言に基づい
た健康づくりに取り組みます
がん検診の受診率を向上させ早期発見・
早期治療を推進します

●

●

●

施策の基本方針

障がい者とその家族の生活を支援します

障がい者の就労を支援します

支援が必要な人が増加している中、障がいの
早期発見や発達支援教室の充実など早期療育
に努めます

【５】障がい福祉の充実
施策の基本方針

社会保障に関する制度の周知に努めます

国保特定健診の受診率向上と健診後フォロー体制
を強化し重症化を予防します

生活困窮者の自立に向け適切な支援に努めます

関連付けられる
SDGsの17の
ゴール（目標）

【６】社会保障の充実

●

●

●

●

●

●

関連付けられるSDGsの17のゴール（目標）

支え
る

4.3.4
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政策を推進するための施策4.3

少子高齢化が急速に加速する今、
より一層求められるのは、人と人の結びつきやそこから生
まれる地域の絆ではないでしょうか。
人を思いやり、共に支え合う「結びのこころ」を大切に、
誰もが幸せに過ごすことができるまちを目指します。

政策「結ぶ」の主な事業・取り組み内容

政策「結ぶ」を推進するための施策

　移住検討者に町の魅力を的確に伝え、移住を促します。
　また、空家バンクに登録した空家の有効活用や移住者を温かく迎える
地域環境の整備により、定住を促進します。

住みたい 住み続けたいと思われる町に

　外国人住民の相談体制や情報提供の充実を図り、国籍や民族の文化的な違
いを認め、互いに尊重し、ともに生きていく社会を目指します。
　また、外国人労働者の受け入れ拡大に伴い、本町においても外国人住民が
今後増加することが予測されます。外国人住民の受入体制の整備と異文化理
解を促進します。

国籍や民族の文化的な違いを認め支え合う

　こどもから高齢者まで幅広い世代の人が自分
の住んでいる地域に関心を持ち、地域の問題を自
分の問題としてとらえ、課題解決に主体的に取り
組むことができるよう、コミュニティの活性化を
推進します。コミュニティとは、「共同体」を意味し
ます。住み良い地域をつくっていく共同体、仲間と
して、地域の人どうしの絆が深まり、対話・共創・
協働の地域社会の実現を目指します。

対話・共創・協働
　　　　　の社会

　すべての町民が人権問題を自らの問題としてと
らえられるよう、幼少期からの人権教育やその啓
発活動を推進します。
　部落差別をはじめ、女性・こども・高齢者・障が
いのある人、性的少数者などに対する偏見や差別
など、人権をとりまく問題は途絶えることがありま
せん。人権尊重と、あらゆる差別の解消に向け、一
人ひとりを大切にする人権施策をこれからも実施
していきます。

人権尊重のまちづくり

関連付けられる
SDGsの17の
ゴール（目標）

【１】コミュニティの活性化、再構築
施策の基本方針

関連付けられる
SDGsの17の
ゴール（目標）

【２】対話・共創の場の創出と活用

施策の基本方針

【３】移住・定住の推進
施策の基本方針

関連付けられる
SDGsの17の
ゴール（目標）

【４】人権教育・啓発の推進

施策の基本方針

施策の基本方針

【５】ジェンダー平等社会の推進
施策の基本方針

関連付けられるSDGsの17のゴール（目標）

【６】多文化共生社会の実現

関連付けられる
SDGsの17の
ゴール（目標）

関連付けられる
SDGsの17の
ゴール（目標）

結
ぶ

4.3.5
希薄化しつつある地域コミュニティの
再構築に取り組みます
地域課題解決のための自治組織を
支援します
地域活動を支援し、「おかげさま」の
気持ちを育てます

●

●

●

男女共同参画センターを拠点に男女が互いに
尊重し合い共に支え合う協働の町を目指します

男女が共に多様な生き方を選べる環境を
つくります
女性が多様な分野でいきいきと活躍できる
まちづくりを進めます

●

●

●

日本語学習を含め、外国人住民が
暮らしやすい地域社会づくりを推進します
外国人住民が抱える多様な問題に寄り添う
支援の体制を整備します

行政情報の多言語化を推進します

●

●

●

町の魅力をPRし移住・定住を促進します

来る人を温かく迎える地域づくりに
努めます

筑前町を選び移住した人が
“この町でよかった”と思える町にします

●

●

●

人権尊重のまちづくりを推進します

人権についてあらゆる媒体を通じて
学び考える機会を多く提供します

人権侵害に悩む人の相談窓口を
充実させます

●
●

●

町民と行政が情報を共有し
町の課題解決に取り組みます
地域と行政が役割分担をしながら
地域課題の解決に取り組みます
地域課題解決のため、
新たに官民連携に取り組みます

●

●

●
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　政策推進のための事業基盤は、基本構想で定めた「将来像実現のための５つの政策（学ぶ・
守る・稼ぐ・支える・結ぶ）」を円滑に推進するにあたって、検討すべき社会情勢や行政運営の課
題などを挙げています。

政策推進のための事業基盤4.4

政策推進のための事業基盤

① DXの推進 ② 持続可能な
 財政運営

③ 行政運営の
　 効率化

　近年、インターネットやスマートフォン、SNSなどの普及、ロボット技術の進展、IoT（＊１）、AI
（＊２）をはじめとしたICT（＊３）の進展等、デジタル技術が発展する中で、こうしたデジタル技
術の徹底活用により、医療や福祉、教育、防災、雇用など、あらゆる分野に対して、従来の在り方
を変え、より効率的・効果的な取り組みとする「デジタル・トランスフォーメーション（DX）」(＊4)
の推進が求められています。

　我が国では2020年12月に「自治体デジタル・トランスフォーメーション（DX）推進計画」が
策定され、マイナンバーカードの普及促進・利用推進、自治体情報システムの標準化・共通化等
が重点取り組み事項として位置づけられるなど、DXの推進に向け多様な取り組みがなされて
います。

　本町においてもDXを推進していくことで、行政サービスについて、住民の利便性向上や、業
務効率化による人的資源を更なる行政サービス向上へ繋げる等、持続可能な地域社会の実現
に向け、町の課題解決やより豊かで安心安全な暮らしを維持していきたいと考えています。

Internet of Thingsの略。さまざまなものに通信機能をもたせ、インターネットに接続したり
相互に通信したりすることで、自動制御や遠隔操作などを可能とすること。
Artificial Intelligenceの略で、人工知能を指す。
言語理解や推論、問題解決などの知的行動をコンピューターに行わせる技術。
Information and Communication Technologyの略で、情報や通信に関連する科学技術の総称。
ICTやIoTといったデジタル技術を単に導入することに留まらず、更なる活用により、
従来の在り方の変革をもたらし、人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させること。

IoT (＊1) …

AI  (＊2) …

ICT(＊3) …
DX （＊4) …

4.4.1 DXの推進

　基本構想の実現に向けて、行政評価と連動した進行管理を行うことで計画と予算が連動す
る財政運営を行います。
　実施計画の定期的な見直しや財政分析、評価とその結果の公表などにより、受益と負担の適
正化や事業の取捨選択などを行い、自立性が高い財政運営を目指した強い基盤を築きます。

＜取り組みの重点項目＞

・行政評価による施策と事務事業の進行管理

・歳出事業の緊急度・優先度の検討

・自主財源の確保

・町有財産の有効活用、公共施設マネジメント

・町債の計画的な償還と有効活用

＜取り組みの重点項目＞
・職員のスキル向上と適切な人材の確保
（職員の人材育成、民間活力の導入、アクティブシニアの登用）

・充実した行政サービスの提供
（行政サービスの向上と適正処理、庁舎環境の改善、横断的なプロジェクト
体制の整備と組織機構改革）

・事務事業の広域連携による効率化
（近隣自治体との共同事業化・連携強化、県内外の自治体との連携強化）

4.4.2 持続可能な財政運営

　厳しい財政状況の中で、社会経済情勢の変化や町民のニーズを的確にとらえ、柔軟に対応で
きる効率的な行政運営を行うために、人、モノ、財源、情報などの限られた行政資源を有効に活
用する必要があります。

　行政サービスを提供する職員の能力を最大限に発揮し、意欲とやりがいを持って働くことが
できるよう、職員の人材育成に力を入れるとともに、民間活力の導入や、定年退職後も趣味や
さまざまな活動に意欲的に取り組む「アクティブシニア」の活躍の場の提供など、適切な人材
採用と確保に努めます。

　また、住民サービスの向上、適切な事務処理、環境の改善、個人情報の適正管理などにより、
町民から信頼される行政サービスの提供に努めます。さらには、より円滑で効果的な事業実施の
ため、横断的なプロジェクト体制の整備や組織機構改革などを行うとともに、近隣または県内外
の自治体との共同事業化や連携強化などに取り組み、より効率的な行政運営を目指します。

4.4.3 行政運営の効率化

教 育防 災 働 き 方

スマート農業

スマートシティ

観 光

子 育 て

地域交通

地域ビジネス

医療・健康
本町において
DXの推進が

期待される分野・事業
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第3期筑前町

総合戦略

目 次 INDEX
計画策定の概要 0241.1.1.

第３期筑前町総合戦略の目標・基本的方向・具体的施策 0273.3.3.

026筑前町の将来人口について2.2.2.

1 計画策定の概要

デジタル田園都市国家構想総合戦略（2023改訂版）の全体像

総合戦略（2027年度までの５か年計画）の基本的考え方

　我が国では、「全国どこでも誰もが便利で快適に暮らせる社会」を目指す「デジタル田園都市
国家構想」の実現に向け、デジタル技術の活用によって、地域の個性を活かしながら、地方の社
会課題解決や魅力向上の取り組みを加速化・深化することとしています。
　本構想の実現を図るため、国では、2022年12月23日に、第２期「まち・ひと・しごと創生総
合戦略」を抜本的に改訂し、2023年度を初年度とする５か年の「デジタル田園都市国家構想
総合戦略」を新たに策定しました。
　そして、デジタル行財政改革の動きや「当面の重点検討課題」（2023年６月16日デジタル田
園都市国家構想実現会議決定）に掲げた施策の進捗状況、国立社会保障・人口問題研究所「日
本の将来推計人口（2023年推計）」などを踏まえ、デジタル田園都市国家構想総合戦略は改訂
され、2023年12月26日に閣議決定されています。地方では、各地域の社会課題解決や魅力向
上を図るため、デジタルの力を活用しつつ、
　①地方に仕事をつくる ②人の流れをつくる ③結婚・出産・子育ての希望をかなえる
　④魅力的な地域をつくる
という４つの取り組みを特に進めていくことが求められます。

施策の方向

政策間連携・施策間連携・地域間連携の推進

地方の社会課題解決

①地方に仕事を
　つくる
②人の流れを
　つくる
③結婚・出産・
　子育ての希望
　をかなえる
④魅力的な
　地域をつくる

政策間連携 施策間連携 地域間連携

国によるデジタル実装の基礎条件整備

令和5年12月26日
閣議決定

「全国どこでも誰もが便利で快適に暮らせる社会」を目指す。
デジタルの力を活用して地方創生を加速化・深化し、各地域の優良事例の横展開を加速化する。
これまでの地方創生の取り組みについても、改善を加えながら推進する。

① デジタル基盤の整備

② デジタル人材の育成・確保

③ 誰一人取り残されないための取り組み

●デジタルインフラの整備、デジタルライフライン全国総合
　整備計画、マイナンバーカードの普及促進・利活用拡大 等

●デジタル人材育成プラットフォームの構築、職業訓練のデジタル
　分野の重点化、高等教育機関等におけるデジタル人材の育成 等

●デジタル推進委員の展開、デジタル共生社会の実現 等

各省による重点支援や地方支分部局
の活用等による伴走型支援等を通じ
て、地域が目指す将来像の実現を支
援 等

デジタル行財政改革会議における議
論の進展や、「デジタル行財政改革中
間とりまとめ」なども踏まえつつ、規
制改革を始めとする政策と連携しな
がら、一体的に推進 等

自治体間連携の枠組みにおけるデ
ジタル活用の取り組みを促進 等

中小・中堅企業DX、地域の良質な雇用
の創出等、スマート農業、観光DX 等
移住の推進、関係人口の創出・拡大、
地方大学・高校の魅力向上 等
結婚・出産・子育ての支援、
少子化対策の推進 等

地域生活圏、教育DX、医療・介護DX、
地域交通・物流・インフラDX、防災DX 等

出典　内閣官房図 1-1　デジタル田園都市国家構想総合戦略（2023 改訂版）概要

総合戦略の策定趣旨1.1
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出典　住民基本台帳
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図 2-1　筑前町人口推移

図 2-2　筑前町の人口推計結果

2 筑前町の将来人口について
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2022年
30,054人

社人研
推計

筑前町
独自推計

国勢調査 推計値

　第２次筑前町総合計画では、福祉・教育・文化の充実、安心安全で快適な住環境づくり、
活力ある産業の基盤整備など、さまざまな取り組みによって人口を増加・維持していくこと
に努め、「10年後の町の人口30,000人」という目標を設定していました。
　本町の人口は、二町合併後の2005年から緩やかに減少し、2011年には29,202人まで
減少しましたが、2012年以降は増加に転じ、2022年に30,000人を突破しました。

　今後においては、人口30,000人を維持することを目標とします。
　しかしながら、全国的な人口減少の影響を受け、いずれの推計でも、中長期的には人口
減少は避けられない結果となっています。

　また、「地方こそ成長の主役」との発想に基づき、地方がそれぞれの特性に応じた発展を遂
げることができるよう、日本経済成長の起爆剤としての大規模な地方創生策を講ずるために、
2024年10月11日に「新しい地方経済・生活環境創生本部」が閣議決定され、2024年12月24
日には基本的な考え方（案）が示されています。
　基本的な考え方（案）では、「地方創生2.0」という考え方のもと、①安心して働き、暮らせる
地方の生活環境の創生、②東京一極集中のリスクに対応した人や企業の地方分散、③付加価
値創出型の新しい地方経済の創生、④デジタル・新技術の徹底活用、⑤「産官学金労言」の連
携など、国民的な機運の向上の５つの柱を立て、2025年夏に、今後10年間集中的に取り組む
基本構想を取りまとめることとなっています。

　「まち・ひと・しごと創生法」の趣旨を踏まえ、本町が発展を遂げ、人口減少や高齢化が急速
に進む社会や多様性を求められている時代において、高い持続性を確保し、目指していくまち・
ひと・しごとを明確にするため、第３期筑前町総合戦略を策定します。
　第３期筑前町総合戦略では、第２期筑前町総合戦略の進捗状況を考慮するとともに、デジタ
ル田園都市構想の他、今後進められる「地方創生2.0」の動向も注視しながら、戦略を推進する
ことが求められています。

出典　内閣官房

図 1-2　地方創生 2.0 の「基本的な考え方」　（案）　概要

地方創生2.0の「基本的な考え方」（案）概要

◎ 地方創生2.0の基本構想の５本柱

◎ 基本構想の策定に向けた国民的な
　 議論の喚起

※考えられる各省の施策項目を列挙。基本構想に向けて具体化

〇以下の５本柱に沿った政策体系を検討し、来年夏に、今後10年間集中的に取り組む基本構想を取りまとめる

① 安心して働き、暮らせる地方の生活環境の創生
　魅力ある働き方、職場づくり、人づくりを起点とした社会
の変革により、楽しく働き、楽しく暮らせる場所として、
「若者・女性にも選ばれる地方（＝楽しい地方）」をつくる

　年齢を問わず誰もが安心して暮らせるよう、地域のコ
ミュニティ、日常生活に不可欠なサービスを維持

　災害から地方を守るための事前防災、危機管理

② 東京一極集中のリスクに対応した人や
　　　　　　　　　　　　　　 企業の地方分散
　分散型国づくりの観点から、企業や大学の地方分散や
政府機関等の移転などに取り組む

　地方への移住や企業移転、交流人口の増加など人の流
れを創り、過度な東京一極集中の弊害を是正

③ 付加価値創出型の新しい地方経済の創生
　農林水産業や観光産業を高付加価値化し、自然や文
化・芸術など地域資源を最大活用した高付加価値型の産
業・事業を創出

　内外から地方への投融資促進

　地方拠点で成長し、ヒト・モノ・金・情報の流れをつ
くるエコシステムを形成

④ デジタル・新技術の徹底活用
　ブロックチェーン、DX・GXの面的展開などデジタ
ル・新技術を活用した付加価値創出など地方経済の活性
化、オンライン診療、オンデマンド交通、ドローン配送
や「情報格差ゼロ」の地方の創出など、地方におけるデ
ジタルライフラインやサイバーセキュリティを含むデジ
タル基盤の構築を支援し、生活環境の改善につなげる

　デジタル技術の活用や地方の課題を起点とする規制・
制度改革を大胆に進める

⑤ 「産官学金労言」の連携など、国民的な機運の向上
　地域で知恵を出し合い、地域自らが考え、行動を起こ
すための合意形成に努める取り組みを進める

　地方と都市の間で、また地域の内外で人材をシェアす
る流れをつくる

　地方の現場をできるだけ訪問・視察し、意見交換を幅広
く重ね、地方の意見を直接くみ取り、今後の施策に活かす

　有識者会議でテーマごとに地方の現場で地方創生に取り組
む関係者のヒアリングや現地視察を行い意見を直接くみ取る
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施策体系（策定期間：2025年度～2029年度）

基本目標１
基本的方向１　地域資源を活かした魅力ある産業の創出・強化
① 基幹産業である農業の戦略的維持
② まちの地場産物や特産品のブランド化
③ 企業誘致、新規起業の支援

基本的方向２　産業人材の確保及び育成
① 起業支援の充実
② 地域企業の情報発信及び雇用の促進
③ 外国人就労者等に対する受入環境の整備
④ ジェンダー平等の推進

まちの地域資源を

活かし、

やりがいのある

仕事を創出する

基本目標２

基本的方向１　住み続けられるまちの形成
① 空家解消、機能的なまちなみの形成
② 誰もが働きやすい魅力的な就労環境の整備

基本的方向２　選ばれるまちに向けた魅力発信
① 新たな人の流れを創出するまちの魅力発信（SNS）
② 移住促進の支援
基本的方向３　観光振興と関係人口の拡大
① 地域資源や立地を活かした観光の推進
  （道の駅筑前みなみの里、大刀洗平和記念館、広域観光）
② 観光産業を支える人材の育成
③ インバウンドに対する受入環境の整備

筑前町に住み続け、

新たな人の流れ

をつくり、

“選ばれるまち”

を目指す

基本目標３

基本的方向１　きめ細かな子育て支援の実現
① 子育てしやすい環境づくり
② 「こどもまんなか社会」の創出
③ 外国人居住者のこどもに対する日本語教育の充実
基本的方向２　健やかに産み育てる環境づくりの推進
① 医療体制の充実（医療費助成対象拡大、医師の増員）
② 地域学校協働活動の実施

基本的方向３　仕事と子育ての両立支援
① ジェンダー平等の推進・意識醸成
② 保育事業の充実（待機児童ゼロ、保育環境整備）

結婚・出産・子育て

を応援し、

未来を育むまち

基本目標４

基本的方向１　互いに思いあう“おかげさま”のまちづくり
① 地域コミュニティの再建・新生
② 長寿社会への対応
基本的方向２　豊かな自然の保全
① 緑環境の保全
② 田園風景の適正な管理

基本的方向３　まちの住みやすさの向上
① 公共交通の維持・利用促進（AIオンデマンド、他分野との連携）
② 災害に強いまちの構築
③ 文化活動の継続
④ DX事業の推進

田園風景を

残しながら、

生活しやすい

魅力あふれる

まちをつくる

3 第３期筑前町総合戦略の
目標・基本的方向・具体的施策

　第３期筑前町総合戦略では、デジタルの力を活用しながら、①仕事をつくる、②人の流れ
をつくる、③結婚・出産・子育ての希望をかなえる、④魅力的な地域をつくることを軸に戦略
を策定します。
　なお、国の総合戦略において、地方における取り組みに対し、デジタル実装の前提となる
３つの取り組み（ハード・ソフトのデジタル基盤整備、デジタル人材の育成・確保、誰一人取
り残されないための取り組み）を国が強力に推進し、地方のデジタル実装を下支えすること
としています。
　これら、デジタル化、DXの推進の社会的潮流を踏まえながら、本町のおかれる状況を分
析したうえで、取り組むべき具体的施策と目標を設定します。

第３期筑前町総合戦略の策定方針3.1

　第３期筑前町総合戦略策定に向け、SWOT分析を実施しました。
　その結果を踏まえ、本町が地方創生やまち・ひと・しごとの観点から目指すべき目標と、
重点的に実施すべき施策の基本的方向と具体的な施策を定めました。

目標・基本的方向・具体的施策3.2
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　基本的方向１：地域資源を活かした魅力ある産業の創出・強化
　本町の基幹産業である農業者の所得向上による生活の安定を図るため、引き続き６次産業化を
推進するほか、スマート農業等の導入促進による生産性向上を目指します。加えて、地場産品の
販売体制の強化やPR施策の実施により、ブランド力を高め販路拡大を目指します。
　また、本町の恵まれた地理的条件等を活かした、戦略的な企業誘致や進出企業への支援を行
い、新たなビジネスや、多様な雇用の創出を図ります。

１）

　基本的方向２：産業人材の確保及び育成
　農林業等をはじめとする、担い手育成のためのサポート体制を充実させるほか、新たな起業を
めざす人の支援を積極的に実施すると共に、若い世代への起業家教育等の取り組みを商工会や農
業協同組合等の関係機関と連携しながら推進していき、まちの未来を見据えた、力強い産業の育
成を図ります。
　また、すべての人が働きがいを感じ活躍できるまちの実現にむけ、地域企業の情報発信や受入
環境の整備を進めます。

２）
基本目標１（１） まちの地域資源を活かし、

やりがいのある仕事を創出する

重要業績評価指標（KPI）

設定 KPI 現状値 目標値
（2029年）

農業産出額（年間） 590 千万円 590 千万円

企業誘致件数（累計） ３件 ６件

創業・起業のための講座受講生のうち
創業・起業した人数（累計）

農商把握数）
10人

リブラ把握数）
16人

農商目標値）
15人

リブラ目標値）
20人

●　具体的施策１：基幹産業である農業の戦略的維持
　本町の基幹産業である農業について、従業者に対する経営基盤確立のための支援をはじめ、継
続して６次産業化の推進やスマート農業等の導入促進による生産性向上を戦略的に実施し、持続
可能な農業の仕組みづくりを目指します。

●　具体的施策２：まちの地場産物や特産品のブランド化
　商工会や農業協同組合等の関係機関と連携し、まちの地場産品や特産品のブランド化などに取
り組み、地域資源を活かした農商工の連携や新たな市場の創出を目指します。

●　具体的施策３：企業誘致、新規起業の支援
　地域の継続的な活力維持のため、ベンチャーを含む多様な企業の移転を促すとともに、次代を
担う産業の創出に必要な、高い付加価値を生み出す革新的な企業の誘致を目指します。
　あわせて、本町の恵まれた地理的条件等を活かしながら、企業が進出しやすい環境の整備体制
を確立し、地域経済の活性化と雇用の創出を図ります。

●　具体的施策１：起業支援の充実
　新たな起業を目指す人の夢を応援し、挑戦することができるような環境整備を進めます。具体
的には、起業家支援体制の構築や、若い世代への起業家教育等の取り組みを行い、起業の促進を
図ると共に、持続可能な「活力あるまち」を目指します。

●　具体的施策２：地域企業の情報発信及び雇用の促進
　町内の企業に関心を持ち、住み慣れたこの町で働くことを選択できるよう、町内の企業の魅力
を広く発信すると共に、既存企業の雇用拡大支援やハローワークや県などの関係機関との連携に
より雇用の促進を図ります。

●　具体的施策３：外国人就労者等に対する受入環境の整備
　外国人就労者等に対し、就業地として本町を選択し長期にわたって活躍できる環境を整備する
ため、雇用、住まい、子育て、行政手続き等、受入環境の総合的な整備を実施します。

●　具体的施策４：ジェンダー平等の推進
　労働者が性別や年齢により差別されることなく、その能力を十分に発揮できる雇用環境の整備
を行うため、雇用における男女の均等な機会や待遇の確保に努めると共に、職場における様々な
ハラスメントに対する防止対策を推進します。

重要業績評価指標（KPI）

設定 KPI 現状値 目標値
（2029年）

町からの円滑な情報伝達に
対する町民満足度（％） 42.0％ 50.0％

行政情報の「やさしい日本語化」に
向けた取り組み件数 ０件 10件

各種審議会などの女性登用率（％） 41.4％ 45.0％
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　基本的方向１：住み続けられるまちの形成
　本町の雄大な自然環境を大切にしつつ、ひとの営みや利便性といった都会的機能との調和を図
り、機能的で安心して住み続けられるまちの形成を図ります。
　また、誰もが働きやすい魅力的な就労環境を目指し、テレワークやワーケーション等をはじめ
とする、多様で柔軟な働き方の普及促進を行い、様々なライフスタイルの実現が可能となるまち
を目指します。

１） 　基本的方向２：選ばれるまちに向けた魅力発信
　全国各地で移住促進策が講じられている中で、本町の強みや魅力を町外に戦略的に発信するこ
とで、本町で「暮らしたい」「働きたい」と思う人を増やすと共に、移住に伴う生活環境の支援
や相談体制を拡充し、多くの世代から“選ばれるまち”を目指します。

２）

基本目標２（２） 筑前町に住み続け、新たな人の流れをつくり、
“選ばれるまち”を目指す

●　具体的施策１：空家解消、機能的なまちなみの形成
　空家の有効活用による地域活性化や、空家の適正な管理を行うとともに、豊かな自然を活かし
つつ、都市的機能を程よく取り込み、誰もが安心して暮らせる機能的な故郷づくりを推進しま
す。

●　具体的施策２：誰もが働きやすい魅力的な就労環境の整備
　就業形態の多様化に伴い、社会が求める労働力のあり方も変化し、テレワークやワーケーション
等の場所や時間を固定しない柔軟な働き方が求められる中で、出産や介護、子育て中の人や、アク
ティブシニア等、様々な個人の状況に応じた働き方の実現に取り組みます。

●　具体的施策１：新たな人の流れを創出するまちの魅力発信（SNS）
　町の強みや魅力を最大限に活かしながら、SNSや各種イベント等を通じて、本町への移住・定
住を希望する人が、必要とする情報を得られるよう、様々な手段による積極的な情報発信を行
い、本町で「暮らしたい」「働きたい」と思う人を増やします。

●　具体的施策２：移住促進の支援
　移住に伴う生活環境等の支援体制の整備と充実を図ると共に、UIJターンなどの相談・支援につ
いて積極的に取り組むなど、移住・定住の促進を目的とした事業を戦略的に実施します。

重要業績評価指標（KPI）重要業績評価指標（KPI）

設定 KPI 現状値 目標値
（2029年）

この町に住み続けたいと思う人の割合（％） 86.2％ 88.0％

設定 KPI 現状値 目標値
（2029年）

転入超過数（年間） 827人 22人
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　基本的方向３：観光振興と関係人口の拡大
　本町の食の拠点である「筑前町ファーマーズマーケットみなみの里」、平和の拠点である「大
刀洗平和記念館」を中心とした、「食」と「平和」の情報発信拠点の充実を図るほか、福岡都市
圏・久留米都市圏から１時間圏内という立地条件を活かした情報発信や広域観光等を推進し本町
の知名度アップを目指します。
　また、インバウンド客の取り込みやリピーター獲得のための取り組みを展開し、関係人口の拡
大を目指すと共に、「稼げる地域」の実現にむけ、本町に根ざした観光人材育成の取り組みを推
進します。

３）

重要業績評価指標（KPI）

設定 KPI 現状値 目標値
（2029年）

観光入込客数（年間） 90万人 110万人

●　具体的施策１：地域資源や立地を活かした観光の推進
　　　　　　　 （道の駅筑前みなみの里、大刀洗平和記念館、広域観光）
　「食」と「平和」を軸とした多様な地域観光資源や、福岡都市圏等から１時間圏内という立地
を活かして、町内外に向けたPRを積極的に実施すると共に、各観光地の強化による町全体でのお
もてなし体制の整備に取り組み、本町の観光人口の拡大や知名度アップを目指します。

●　具体的施策２：観光産業を支える人材の育成
　「稼げる地域」の実現にむけ、本町の観光に精通した専門的人材の発掘・育成に取り組み、観
光振興の土台づくりを目指します。

●　具体的施策３：インバウンドに対する受入環境の整備
　本町を訪れた外国人旅行者がストレスなく、快適に観光を満喫できるよう、様々なコンテンツ
における多言語対応や観光情報の提供、無料Wi-Fiの設置等、外国人旅行者の受入環境の整備を
行い、誘客の加速化を図ります。

●　具体的施策１：子育てしやすい環境づくり
　子育て世代の負担軽減を図り、誰もが安心してこどもを産み育てることができるよう支援を
行っていきます。また、子育てに対する孤立感や負担感を抱える家庭への相談環境の充実を進め
ます。

●　具体的施策２：「こどもまんなか社会」の創出
　次世代を担う心豊かなこどもを育成するため、こどもや若者、子育て当事者の視点を尊重し、
その意見を取り入れながら、総合的に政策を推進するとともに、こうした「こどもまんなか社
会」の意識醸成を図ります。

●　具体的施策３：外国人居住者のこどもに対する日本語教育の充実
　外国人居住者のこどもの増加や多様化が進む中で、「言語の壁」を取り払う支援体制の整備を
進めます。具体的には、就学促進を図るとともに、日本語指導が必要な児童生徒に対しての指
導・支援体制を充実させます。

　基本的方向１：きめ細かな子育て支援の実現
　急速な少子高齢化に伴う子育て世代の核家族化や保護者の就労環境の変化により、子育てに係
るニーズは多様化し、よりきめ細かなサービスが求められています。そういった中で、次世代を
担うこどもたちの安心安全を確保するとともに、子育て世代への支援を拡充し、安心して子育て
ができる環境を整えます。
　また、行政をはじめ、民間事業者や地域住民等のそれぞれの立場で、子育ての各段階に対する
正しい理解を深めながら、地域全体でこどもを育てる環境づくりを進め、「こどもまんなか社
会」の意識醸成を図ります。

１）

基本目標３（３） 結婚・出産・子育てを応援し、未来を育むまち

重要業績評価指標（KPI）

設定 KPI 現状値 目標値
（2029年）

子育て支援の施策に関する満足度（％） 29.7％ 40.0％

こどもを産み育てやすい環境に関する満足度（％） 36.3％ 40.0％
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　基本的方向２：健やかに産み育てる環境づくりの推進
　次世代を担うこどもたちが、心豊かでたくましく生まれ育つよう、まち全体で支援する取り組
みを充実させます。

２） 　基本的方向３：仕事と子育ての両立支援
　仕事と子育ての両立の実現のため、安心してこどもを預けられる保育環境の整備・拡充を進め
るほか、アンコンシャス・バイアス（無意識の思い込み）の解消など、全ての人が個性や能力を
発揮できる「ジェンダー平等社会」への意識醸成を図り、魅力ある働き方づくりを推進します。

３）

重要業績評価指標（KPI）

設定 KPI 現状値 目標値
（2029年）

「将来の夢や目標を持っていますか」の項目において
肯定的な回答をした児童生徒の割合（％）

（中3）64.0％
（小6）77.9％

（中3）75.0％
（小6）80.0％

●　具体的施策２：地域学校協働活動の実施
　児童生徒の生きる力を育むため、地域全体でこどもたちの学びと成長を支えるとともに、創意
工夫を凝らした特色ある教育・保育環境の整備を進めます。

●　具体的施策１：医療体制の充実
　子育て世帯の経済的負担を軽減させ、安心した生活が送れるように、医療費の助成（助成対象
の拡大）をはじめとする医療体制の充実を図ります。

●　具体的施策１：ジェンダー平等の推進・意識醸成
　女性が家庭と仕事を両立させるための支援や、アンコンシャス・バイアス（無意識の思い込
み）の解消などに取り組み、全ての人が個性や能力を発揮できる「ジェンダー平等社会」への意
識醸成を図ります。

●　具体的施策２：保育事業の充実（待機児童ゼロ、保育環境整備）
　仕事と子育ての両立の実現のため、結婚・出産・育児の切れ目のない支援を推進し、安心して
子育てができる環境づくりに努めます。

基本目標３（３） 結婚・出産・子育てを応援し、未来を育むまち

重要業績評価指標（KPI）

設定 KPI 現状値 目標値
（2029年）

男女共同参画（ジェンダー平等）のまちづくりの
醸成に関する満足度（％） 24.9％ 30.0％

待機児童数（人） 22人 0人
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　基本的方向１：互いに思いあう“おかげさま”のまちづくり
　本町では人口が増加している一方で、地域コミュニティの希薄化や人とのつながりの縮小が
課題となっています。地域で養われ、受け継がれてきた「おかげさま」の文化を今一度振り返
り、再建すると同時に、社会の変化に対応した新たなコミュニティの在り方を検討し、全ての
住民が地域への誇りや愛着がもてるような取り組みを進めます。
　また、超高齢化社会の本格化に向け、保健や医療だけでなく、生涯学習やスポーツといった
分野横断的なアプローチを推進し、町民が生涯にわたり健康に生活し活躍できるまちを目指し
ます。

１） 　基本的方向２：豊かな自然の保全
　本町が持つ豊かな自然や今ある景観資源の保全に努め、田園風景を生み出す地域の営みを支え
るとともに、土地の適正な管理を行い魅力ある住環境の整備を進めます。

２）

重要業績評価指標（KPI）

設定 KPI 現状値 目標値
（2029年）

地域行事やコミュニティ活動に関する満足度（％） 35.6％ 40.0％

●　具体的施策２：長寿社会への対応
　高齢者が住み慣れた地域で安心して自立した生活が送れるよう、保健・医療・介護・生涯学
習・スポーツ・地域住民の連携等の分野横断的なアプローチを総合的に推進し、町民が生涯にわ
たり健康で元気な生活を送れるまちを目指します。

●　具体的施策１：地域コミュニティの再建・新生
　人間関係やつながりの希薄化が課題となっている中で、本町で養われ、受け継がれてきた自治
組織やボランティア等の地域コミュニティの再建を目指していく一方で、社会の変化に対応した
新たなコミュニティの在り方を検討し、全ての住民が地域への誇りや愛着がもてるような取り組
みを進めます。

●　具体的施策１：緑環境の保全
　ゆとりある住まいの実現に向け、本町の保有する豊かな自然や景観の保全に努め、次世代への
貴重な財産として引き継いでいきます。

●　具体的施策２：田園風景の適正な管理
　田園風景を生み出す地域の営みを守るため、土地の適正な管理を行うとともに、開発行為など
の土地利用については、各種法令に基づき周辺環境に配慮するよう指導するなど、魅力ある住環
境や地域の景観を守ります。

基本目標４（４） 田園風景を残しながら、生活しやすい
魅力あふれるまちをつくる

重要業績評価指標（KPI）

設定 KPI 現状値 目標値
（2029年）

自然や美しい農村景観の保持に関する
住民の満足度（％） 50.1％ 50.0％
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　基本的方向３：まちの住みやすさの向上
　豊かな自然環境を持ちながら、福岡都市圏や久留米広域圏に近接しているという恵まれた立
地条件を活かし、都会と田舎のバランスを大事にした地域活性化に取り組みます。
　また、近隣都市への公共交通網を維持するとともに、広域幹線軸や地域内の生活拠点への移
動を担うオンデマンドバスを運行し、誰もが利用しやすい公共交通網の形成を目指します。
　人口構造の変化により、地域活力の低下が懸念される中で、様々なデジタルの力を有効に活
用し、地域の個性を活かしつつ効率的な地域づくりの実現が求められています。また、まちの
住みやすさの向上には、町民との対話・共創の場を創出することも重要であり、デジタル技術
等も活用しながら、取り組みを進めていきます。このように、各分野でのDX化を総合的に推進
し、多様な住民の目線に立って、その暮らしが本当に向上しているかどうか、Well-beingの視
点を大切にした取り組みを推進します。

３）

重要業績評価指標（KPI）

●　具体的施策１：公共交通の維持・利用促進（AIオンデマンド、他分野との連携）
　近隣都市への公共交通ネットワークを維持するとともに、AIオンデマンドバス等を活用し町内
移動の利便性向上を図り、日常生活で利用しやすい交通手段の整備に努めます。
　また、各事業者や団体と協働して公共交通の利用促進イベントなどを実施し、利用を広く呼び
かけます。

●　具体的施策２：災害に強いまちの構築
　あらゆる災害や危機に対処しうる安心・安全なまちづくりのため、総合的な危機管理体制の整
備を充実させると共に、地域自主防災組織の活動を支援・維持していきます。

●　具体的施策３：文化活動の継続
　「ちくぜん文化まつり」をはじめとする各種文化活動の支援や文化交流の場の提供を継続して行
うとともに、貴重な文化財の継承や適正保存に努める等、まちの文化活動の振興を推進します。

●　具体的施策４：DX事業の推進
　社会背景や外部環境を踏まえながら、人々の暮らしや産業、行政サービスなど、分野横断的に
デジタル化を推進し、本町の暮らしの質の向上を図ります。

設定 KPI 現状値 目標値
（2029年）

オンデマンドバスの収支率（％） ― 15.0%

インターネット環境やDXの取り組みに
関する満足度（％） 18.8％ 20.0%

「文化活動が盛んに行われている」に
関する満足度（％） 36.2％ 38.0%
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